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ENSOの季節予測における熱帯太平洋‐熱帯北大西洋間の大気海洋相互作用の重要
性
The role of interaction between the Pacific and the north Atlantic Oceans in the prediction
of ENSO
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観測や気候モデルをベースとした研究から、大西洋の海水温偏差と熱帯太平洋のエルニーニョ・南方振動（ENSO）と
の間に相互作用が存在することが知られている。Ham et al. (2013)では、春先の熱帯北大西洋の海面水温の暖水偏差が、
引き続く秋から冬の熱帯太平洋においてラニーニャ傾向をもたらすことを、理想化したモデル実験によって示した。し
かし、熱帯太平洋内部で ENSO自身の周期を維持する遷移プロセスが存在する状況下で、Hamらが提唱する熱帯北大西
洋からの影響がどの程度有意な影響を及ぼすかについては依然として定かではない。
そこで本研究では、熱帯北大西洋の海面水温からの寄与が、過去に実際に起こった代表的な ENSOの遷移プロセスに

おいてどの程度影響を与えていたかを定量的に見積もる試みを行った。大気海洋結合大循環モデル（AOGCM）によるア
ンサンブル事後季節予測システムを用いて、北大西洋の海面水温偏差の影響を遮断した感度実験を実施した結果、過去
の代表的な El Ninoから La Ninaへの遷移過程において北大西洋の海面水温偏差が重要な役割を果たしていたことが明ら
かとなった。
さらに先行するエルニーニョ発達時に熱帯太平洋における海洋から大気へのフィードバックを遮断する追加の感度実

験の結果から、北大西洋における海面水温の暖水偏差が成長するには先行するエルニーニョの存在が重要である可能性
が示された。

AOGCMを用いた季節予測研究においては ENSOが季節予測可能性の鍵であることから、熱帯太平洋の再現性向上を
主眼においた予測システムの改良が行われてきたが、本研究の結果から、モデルにおける大西洋の大気海洋結合過程の
再現性が季節予測性能を向上させる重要な要因であることが示唆された。
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